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筑波大学医学医療系 腎泌尿器外科
講師 南雲 義之

ロボティクス支援cfDNAメチル化解析とAI統合解析を活用した
転移性尿路上皮がん新規マーカー探索と診療支援技術の開発



PIプロフィール
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研究領域
• 泌尿器腫瘍学（特に尿路上皮がん、膀胱温存療法）
• トランスレーショナル研究
略歴
• 2010 筑波大学医学類 卒業
• 2016―2018 国立がん研究センター中央病院 泌尿器・後腹膜腫瘍科正規レジデント
• 2019―2022年 筑波大学大学院 疾患制御医学専攻
• 2022―2024年 筑波大学附属病院泌尿器科 病院講師
• 2025―現在 筑波大学医学医療系腎泌尿器外科 講師
研究費
• 科研費（若手研究）研究代表者

膀胱発がん過程におけるがん免疫微小環境と脂質代謝クロストークの解明（2023-2026）
• 科研費（基盤B）研究分担者

尿路上皮癌モデルを用いた細胞アトラス構築を基盤とした免疫相関機序の解明と臨床応用（2022-2026）
• 科研費（基盤C）研究分担者

概日時計による膀胱日内リズム障害モデルを用いた夜間頻尿の新規治療アプローチ（2025-2028）



本プログラムでの研究課題の概略
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血液 腫瘍

つくばヒト組織バイオバンク

パネル設計
領域選定

パネル試作
性能評価

予測モデル
構築

検証研究の
立案整備

転移性尿路上皮癌
大規模臨床検体レジストリ研究

（現在進行中）

cfDNAメチル化解析・AI解析・ロボティクス自動化を統合し、転移性尿路上皮がんにおける
リキッドバイオプシーに基づくプレシジョン医療を実現する診療支援技術を開発する

血液 腫瘍

DNAメチル化解析

RNAシークエンス解析

統合解析

腫瘍

血液

血球

血漿
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転移性尿路上皮癌における
リキッドバイオプシーの臨床的意義
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腫瘍生検は侵襲的でアクセスが困難である一方、血液を用いたリキッドバイオプシーは有用
より適切な個別化治療につながる可能性
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生検＃1
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生検＃3

生検＃4

生検＃5

Diagnosis

Treatment

Nat Med 26, 1815‒1816 (2020).CT images: Oncol Lett. 2023 Jul 24;26(3):389.
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ヒューマノイドロボットとNGSを用いた
次世代統合解析ワークフローの開発
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NGS and 

Multi-omics analysis 
Automated Robotics System 

for NGS libraries

高精細医療イノベーション棟

• ワークフローの自動化
• 実験精度の向上
• 実験時間の短縮（3日から1日へ）ほろができること;

• 冷蔵庫からの試薬の取り出しおよび収納
• オートシーラー、サーマルサイクラー、遠心機の使用
etc.

実験精度の向上

CV < 10% CV < 4%

Manual LabDroid



筑波大学人工知能科学センターとの共同研究例
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GUIアプリケーションの一例

Nagumo Y, Ye X, Shi T, Mathis BJ, Sakurai T, Nishiyama H.
Front Immunol. 2026 Jan 6;16:1629001.

AIツール開発によるデジタルバイオデータの高付加価値化



代表的標的遺伝子におけるプロモーター領域の
メチル化パターンと遺伝子発現の変化
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ΔExpression

6.02

4.37

3.65

3.56

3.69

2.1

FGFR3
低メチル化
発現上昇

B2M
高メチル化
発現低下

LCK
高メチル化
発現低下

ΔExpression

-2.65

-1.47

-4.05

-0.99

-1.31

-1.45

ΔExpression

-1.74

0.12

-0.25

-2.51

-1.51

-4.55



ロボティクス支援cfDNAメチル化解析とAI統合解析による
診療支援技術の将来像 – Liquid Biopsy Precision Platform -
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統合型
AI診療支援ツール

解析データ・
臨床情報入力解析データ出力

レポート出力

ロボティクス支援NGS

• cfDNAメチル化カスタムパネル×NGS
• ワークフローの自動化
• 実験精度の向上
• 実験時間の短縮


	スライド番号 1
	PIプロフィール
	本プログラムでの研究課題の概略
	転移性尿路上皮癌における�リキッドバイオプシーの臨床的意義
	ヒューマノイドロボットとNGSを用いた�次世代統合解析ワークフローの開発
	筑波大学人工知能科学センターとの共同研究例
	代表的標的遺伝子におけるプロモーター領域の�メチル化パターンと遺伝子発現の変化
	ロボティクス支援cfDNAメチル化解析とAI統合解析による�診療支援技術の将来像 – Liquid Biopsy Precision Platform - 

